




 

活動の運営

① 安全な場所づくりを！　
　シニアボランティアにとって安全か、つまずいたりするような段差はないか、視覚的にも活動の様子が見や
　すい場所なのかを確認します。筋力の低下によりつま先があがりにくいなどの傾向があります。
② ボランティアへの心遣いを！
　子どもたちには、シニアボランティアへの接し方を事前に伝えておきます。また、長時間の活動の場合は、
　途中で座ったり、休んだりできるような工夫をしたり、休憩をはさむようにします。
③ シニアボランティアに名称をつけよう！
　活動内容に合わせて、「○○ボランティア」などと名称をつけると、子どもやシニアにも覚えやすいでしょう。
④ ルールは明確に！
　ルールは明確にし、書面にして、関係者で共有しましょう。特にシニアボランティアにとっては、書面とな
　っていることが重要です。口頭だけでは不十分だと考えてください。
⑤ 健康情報の準備と体制の整備は早めに
　体調面で季節的に気をつけるべきインフルエンザ等の感染性の病気の流行情報などは、体力のないシニアボ
　ランティアには、早めに知らせるようにします。と同時に、予防接種の喚起と急なお休みのバックアップな
　どについても準備しておきます。
⑥ 活動や行事の機会を活用する！
　シニアボランティア全員がもれなく感謝される機会のセッティングや方法を考え、準備します。 子どもたち
　の発表会への招待や、一緒に給食を食べる食事会や、運動会、お祭りなどへの招待など、さまざまな方法が
　あります。
⑦ 直接感謝の言葉を！　
　子どもたちや参加者から直接、感謝の気持ちを伝えられるような機会を用意しましょう。その際は、シニア
　ボランティアからも何か一言、子どもたちや活動の参加者に伝えられるように準備するとよいと思います。
⑧ 活動の成果を共有する！
　学校だよりなどで活動を紹介したら、必ずシニアボランティアにも渡すようにしましょう。また、学校だよ
　りは地域で回覧されることもあります。シニアボランティアの許可のもと、学校への貢献が地域に知らされ
　ることになるので、積極的に掲載されるようにしましょう。

活動が始まった後もコーディネーターは、活動の様子を確認したり、シニアボランティアや教職員に困って
いることはないか、気付いたことや意見はないか定期的に聞き取りをします。活動が体力的に負担になって
いないか、継続的な活動の場合、シニアボランティアの変化を定期的に把握するようにしましょう。

① わかりやすい説明を！
　候補者への説明は、必ず書面を見せながら説明します。口頭の説明だけでは誤解を招く原因となり
　ます。特に強調したいところは、候補者自身に線を引いてもらうようにすれば、本人の記憶にも残
　りやすいでしょう。
② 無理にボランティアになってもらわない！
　最終的に目標としていた人数が見つからなかったとしても、面接のなかで今回の活動には向いてい
　ないという印象を持った人を選ばないようにしましょう。ボランティアがそろわなかったら、活動
　やボランティアによる支援を実施しないという決断もあり得ることを忘れないでください。
③ 研修を通してトラブルを回避する
　事前研修やオリエンテーションをおこなうことで、活動上の誤解やトラブルを防ぎましょう。
　研修が必要な理由も丁寧に説明することが大切です。
④ 難しい内容はワークショップなどで理解を
　活動内容にある程度の知識や技術が求められるものの場合、数回にわたってワークショップを行う
　などして理解を深めたり、メンバー間の連携を高めたりする工夫をします。

活動に必要なボランティアを募集する際は、どのような経緯で応募されても、一度お会いして活
動の概要やその方の希望などを必ず聞くようにしましょう。シニアボランティアの場合は、学校
や子どもに接する上で十分な理解が出来ているか、活動に通う手段や、活動をする上での不安が
ないかなど、面談や事前研修を通じて確認します。

シニアボランティアの募集と研修

学校支援活動の内容を決める

シニアボランティアを活かした学校支援
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学校支援コーディネートの流れ

(出典:コーディネーター必携  シニアボランティアハンドブック~シニアの力を引き出し活かす知識と技術 2016年）

① 目的や背景について丁寧に伝える！　
　シニアボランティアに対して、活動の目的や設定背景について丁寧に説明しましょう。
　それは、ときとしてシニアの価値観とは違うことがあるかもしれません。どうしてその活
　動が必要なのか、またどんな課題が背景にあるのか、また将来どんな姿を目指しているの
　か語ることが必要です。
② 情報の共有を忘れない！
　話し合いの重要ポイントは、活動に関わるメンバーすべてが共有できるようにします。
　会議の議事録などを必ずとり、メンバーにコピーを渡したり、メール配信したりすることで、
　その事柄は全員で決めたのだという認識がメンバーに生まれるように働きかけ、体制作り
　に臨みましょう。
③ 読みやすい資料を作る！
　資料は、シニアボランティアにとって読みやすいように工夫します。たとえば、フォント
　サイズを大きく（12ポイント以上）します。また、必要なことは簡潔にまとめるなどし
　て、わかりやすくします。
④ 無理しない，させない！
　シニアボランティアは、一見，時間的、精神的余裕がありそうですが、他にもさまざまな
　活動を抱え、意外と多忙な人も多いです。一人ひとりに過度な負担をかけたり、過度な期
　待をかけたりしないように配慮することも大事ことです。
⑤ ステレオタイプにとらわれない！
　高齢者はこうだ、子どもはこうだといったステレオタイプにとらわれず、それぞれの対象
　者や関わる人たちにはどのような配慮が必要なのか、施設職員や教職員、専門家などの意
　見も聞くようにしましょう。
⑥ シニアボランティアは忙しい！
　シニアボランティアにはたいてい忙しい人が多いですが、一度お願いしたことは必ず守っ
　てくれるのも特徴です。早め早めにお願いし、自身の予定に組み込んでもらうようお願い
　します。
      

学校支援の活動は，学習支援から環境整備まで様々な種類があり，企画する際には，活動
の内容や目的，時期や場所について十分協議する必要があります。どのような体制で実施
するべきか、また対象となる学年や、ボランティアが関わる活動の場合には、その活動に
必要な知識や技術は何かなども確認します。こうした活動について考える機会でも地域の
シニアが関わる場合には、情報の共有方法やわかりやすい資料をつくるなどの工夫をします。

学校支援の活動は、様々なきっかけで始まります。コーディネーターとして学校の活動に関わる中で、
学校からの要請はもちろん、コーディネーターの目線で新しいニーズを拾い上げ、活動の企画から運営、
評価までを行います。
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